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文化創造都市高岡

■高岡市

・富山県西部に位置する人口約17万人の都市。

・約400年前に加賀二代藩主・前田利長公が開町。

・高岡銅器などの伝統産業と、アルミ・化学・

パルプなどの近代産業が盛んなものづくりのまち。

・高岡城跡、瑞龍寺、山町筋の伝統的な

まち並みなど、歴史文化的資産が数多く残る。

・高岡御車山祭などの祭礼には、今も変わらぬ

人々の心意気が受け継がれている。
・また、2015年には北陸新幹線が開業し、新たな
ステージに入っている。

・「文化創造都市高岡」とは、高岡の文化力を
生かした取組みにより、新しい価値や文化、
産業を創出し、市民の暮らしの質や豊かさを
高めていくことを目指す高岡市が策定したビジョン。



文化創造都市高岡

■日本遺産
・2015年に文化庁認定の日本遺産に高岡市が提案するストーリー
「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡－人、技、心－」が認定。

・1604年、加賀二代藩主・前田利長公が高岡城を築城し、城下町として整備。

・一国一城令により6年で廃城となるが、三代藩主・前田利常が米、魚、塩等

の物資集積、鋳物製造のまちとして城下町から商工のまちへと転換。

・町人中心のまちとなり、伏木港を寄港地とした北前船で繁栄し、加賀藩

の台所として発展。

※日本遺産
文化庁が、地域の歴史的魅力や特
色を通じて、文化・伝統を語るストー
リーを「日本遺産」として認定。
ストーリーを語る上で不可欠な魅
力ある有形・無形の様々な文化財群
を総合的に活用する取組を支援。
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歴史

■瑞龍寺

・加賀二代藩主・前田利長公の菩提寺。1663年完成の禅宗寺院建築。

・富山県唯一の国宝。



歴史

■高岡大仏

・日本三大仏。

・高岡の銅器製造技術の粋を集め、30年の歳月をかけて1933年完成。

・与謝野晶子が「鎌倉大仏よりと美男」と称したとの噂あり。



歴史

■高岡御車山会館

・高岡御車山祭（毎年5月1日、7基）はユネスコ無形文化遺産。

・国の重要有形および無形民俗文化財の両方に指定。

・金工、漆工、染織等の優れた工芸技術の装飾がほどこされた山車。



歴史

■山町筋

・重要伝統的建造物群保存地区の１つ（高岡市には3地区の指定あり）。

・高岡開町以来の商人町で、1900年の大火以後、土蔵造りの家が建てられた。

・高岡御車山を持つことから「山町」と呼ばれている。



歴史

■山町ヴァレー

・山町筋に面した木造3階建の洋風建築と土蔵群、中庭からなる元文具商を

リノベーションして2017年にオープンした観光拠点。

・8つの店舗とイベントのできる中庭、レンタルスペースとしての和室からなる。



歴史

■山町ヴァレー

・コンセプトは、観光客と地域が互いに交流することで、「賑わいとつがなりが

生まれる場所」。



歴史

■勝興寺

・境内は奈良時代の越中国庁跡と推定される場所。

・1584年に現在地に伽藍を再興。約30,000㎡の境内に12棟の建造物あり。

・23年をかけて2020年に保存修理が完了。重要文化財。



歴史

■高岡市伏木北前船資料館

・廻船問屋の旧秋元家。望楼が残る。

・北前船の通商で栄えた伏木の歴史や航海用具等を展示。



歴史

■高岡市万葉歴史館

・万葉集の代表的歌人である大伴家持が越中国府として高岡に5年間赴任した

ことから、万葉研究のメッカとして万葉集に関するものを展示。



歴史

■高岡城跡

・1604年、加賀二代藩主・前田利長公が築城。

・一国一城令により6年で廃城となるが、三代藩主・前田利常が城跡内に米蔵等

を置き、高岡を城下町から商工のまちへと転換。



歴史

■高岡城跡

・江戸時代を通して堀や土塁は残され、明治に民間払い下げ危機があったが、

1875年に高岡公園に指定され、現在まで高岡古城公園として市民の憩いの場

として活用。

・21ha。日本100名城、国史跡に指定。



伝統産業

■高岡銅器

・高岡開町2年後の１６11年に加賀二代藩主・前田利長公が鋳物師を招き、

鋳物のまちとして知られるようになる。

・現在も鋳物生産はトップシェアで、仏具、茶道具、銅像、梵鐘、工芸品を

作り続けている。



伝統産業

■能作

・1916創業の鋳物メーカー。

・2001年、鋳物技術を活用して、自社製品開発を開始。

・錫製品を中心に風鈴、食器、照明器具等、様々な製品を製造。



伝統産業

■能作

・2017年に工場見学、鋳物製作体験、カフェ（地元食材と自社製品使用）、観光

情報コーナーを備えた新社屋を整備し、産業観光を推進。



景観

■国定公園雨晴海岸

・日本の渚百選の一つ。

・国の名勝指定、世界で最も美しい湾クラブ加盟。



景観

■立山連峰と散居村



交通

■鉄道

・北陸新幹線。

・あいの風とやま鉄道。

・JR氷見線、城端線。



交通

■トラム

・万葉線。高岡駅と越ノ潟（射水市）の12.9㎞。

・廃止議論もあったが、2002年には第3セクターで運行開始。

・高岡駅に直接乗入れていることや15分間隔で運行されていることから、

利便性が高い。



文化

■食

・富山湾でとれるキトキトの海の幸。日本酒も。



地域創生
⇒地域資源の活用
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地域創生

■地域資源の活用（地域住民の視点）

・地域住民は自分の地域には何もないと思っていることが多い。

・地域資源の活用には、まず地域住民がその価値を再認識し、自分の地域が

どういうものなのかを知ること、「気づかせる」ことが必要。

・そして、

「地域を知る⇒好きになる⇒調べる⇒もっと好きになる⇒見返りなくつくす

⇒地域の将来のために何ができるか考える」

というサイクルにつなげていく。

・こうしたことを続けていくと、地域に色（魅力）がついてくる。

・魅力があれば、地域外から人がわざわざ来て、楽しむ場所になり活性化に

つながる。

・地域住民が「自分ごと」にしなければならない。そして自信をもつべき。



地域創生

■地域資源の活用（地域外住民の視点）

・東京の住民は高岡の地域資源にあまり気づいていない。

・知る機会は、アンテナショップ、パンフレット、HP程度。

・そのため北陸新幹線により身近な距離にはなったが、金沢には行くが

高岡にはあまり行かない。

・また、金沢と高岡が近いという認識があまりない。

・しかし、地域資源や地理的情報を「気づかせる」きっかけづくりやセールスを

行えば、わざわざ行って楽しむ場所になる。

？



地域創生

■地域住民、地域外住民に高岡の地域資源に「気づかせる」には？

①エリア一体での発信をより充実

・高岡の地域資源は多くあるが、周辺エリア一体で地域資源を発信したほうが強い。

・例えば、高岡、金沢、能登、南砺の無形文化遺産都市連携や加賀藩ゆかりの

金沢、能登、氷見等の都市連携。日本遺産都市の連携もある。

また、飛越能（飛騨、越中、能登）の都市連携。高岡は、飛騨や能登への玄関口

という立地を生かすことができる。

・これらを地域住民や周辺エリア住民にはマイクロツーリズムとして発信し、地域外

住民にはエリアの都市は近接しており一度に行ける場所にあると認識させる。

・また、各都市がそれぞれの得意分野を分担し、それを統合して発信する。



地域創生

■地域住民、地域外住民に高岡の地域資源に「気づかせる」には？

②効果的な情報発信

・エリア一体で発信（アンテナショップ（日本橋富山館）は富山のことだけとしない）

・地域ケーブルテレビとYouTubeを連動させ、地域住民と地域外住民にオンタイム

で地域資源を気づかせる番組を発信。

単なる情報紹介の番組ではなく地域創生を目的にした番組制作。

地域住民、地域外住民の巻き込み。

・高岡にゆかりのあるインフルエンサーの巻き込み。



地域創生

■地域住民、地域外住民に高岡の地域資源に「気づかせる」には？

③ビジネス

・コロナをきっかけとして広まったテレワークで地域における潜在能力向上。

・地域資源を活用したワーケーション、サテライトオフィス、2拠点生活の発信。

・地域住民、地域外住民が交流する場の整備。

⇒事例：金屋町空き家移住計画、山町ヴァレー、

能作（産業観光、伝統工芸とデザイナーや他社とのコラボレーション）



地域創生

■まとめ

・地域住民、地域外住民両者に対し、地域資源に「気づかせること」が重要。

・地域創生は、「外から何かを持ち込むのではなく、地域のポテンシャルを見つけ、

深堀し、育て花咲かせる」こと。

・そして、目標、ゴールを定める。あらゆる人に来てくれというのではなく、

どういう人に来てほしいのかを定める。まずは関係人口から増やしていく。

・地域創生は大都市のまちづくりとは異なる。

地域は大都市等とのつながりで活性化するだけではなく、自立が必要。

地域住民が自立して関わることと、大きなシナリオをが組み立てられる担い手

が必要。

？



出典

■日本遺産ポータルサイト
https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/stories/story003/

■文化創造都市高岡 ライバルはご先祖様。心意気がつくるまち、高岡
https://bunkasouzou-takaoka.jp/

■山町ヴァレー on Strikingly
https://yamacho-valley.mystrikingly.com/

■高岡市 高岡城址
https://www.city.takaoka.toyama.jp/bunkazai/event/20150514takaokajok
unisitei.html

■能作
https://www.nousaku.co.jp/history/history/


